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第 2 回 プロセス運営委員会（H27.8.21）の主な意見とその対応について 

主な意見 回答・対策方針など 

・県民会議参加者の年代、性別、地域等属性にアンバラ

ンス感があるが、どのような対応を考えているのか。 

 

・参加者の年齢構成、地域間のバランスを

考え、２９歳以下の若年層と本島中部地

域にお住まいの方を対象に、参加者を追

加募集した。 

 

・この結果、新たに９名が加わり、参加者

属性の改善につながった。（別紙１～２） 

・県民意見の概要で、コミュニケーションにおける情報

提供に関して「青少年、子育て世代など幅広い年齢・

属性の意見の把握」とあるが、何らかの対応を考えて

いるのか。 

 

・県民意見の把握にあたり、関心の強い方に対して、情

報提供だけではなく、関連する知識を学べる場も少し

提供した方が、様々な面から考えることができ、判断

しやくなると思う。 

・様々な方の意見を把握するため、出前講

座を行っている。これまでも、名桜大学、

経済同友会、糸満市の自治会等で実施し

ており、今後も引き続き取り組んでいく。 

 

・出前講座開催に際しては、参加者の要望

に応じた内容を提供できるよう資料を工

夫する等取り組んでいきたい。 

 

・県民が具体的なイメージを持てるようにするため、「ゆ

いレールやつくばエクスプレスの整備、富山市のまち

づくり」の事例なども参考資料として紹介するとよ

い。 

・他地域の事例等については今後も収集し、

整理した上で県民に提供していきたい。 

・沖縄鉄軌道のホームページにおいて、現在の取組状況

は、委員会資料のなかで公開しているため、わかりに

くい。県民の方がアクセスしやすいよう掲載の方法を

工夫した方が良い。 

・ホームページのトップページに情報を一

覧にして掲載し、知りたい情報にアクセ

スしやすくするようリニューアルした。

（別紙３） 

・計画案策定に関する３つの委員会（計画、技術、プロ

セス）の役割や全体的な関連性が十分浸透していない

ので、新聞等で用語の解説も含めてわかりやすく情報

提供するよう検討してもらいたい。 

 

・新聞社の協力により、３つの委員会を解

説する報道があった。（別紙４） 

 

・３つの委員会の役割や議論の内容がわか

るように、ホームページサイトをリニュ

ーアルした。 

・県民意見では、鉄軌道整備による２次的、３次的な効

果にも関心があると見られるため、副次的な効果に関

する情報を技術検討委員会で検討してもらい、県民に

情報提供してはどうか。 

 

・今後、他地域の事例から、鉄軌道整備に

よるまちづくり効果や観光産業への経済

効果等について整理する。 

資料－１ 
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（別紙１） 
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（別紙２） 

 

県民会議参加者　応募状況

年齢 地区
当初
応募者

追加
応募者

応募者
計

北部 3 0 3

中部 1 4 5

南部 4 2 6

8 6 14

北部 11 0 11

中部 3 3 6

南部 16 0 16

30 3 33

北部 14 0 14

中部 4 7 11

南部 20 2 22

38 9 47

29才以下

計

30才以上
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（別紙３） 

 新ＨＰトップページ案 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話題性のあるホットな情報に関

しては、アイコンを設置しアク

セスしやくなるよう工夫。 

ホームページ下段にも知りた

い情報にアクセスしやすくな

るように、掲載情報を一覧にし

たサイトマップを掲載。 

例えば、コミュニケーション活

動にマウスを合わせると、さら

に詳しい情報を自動表示。 

ＨＰ上部に知りたい情報にア

クセスしやすいように、ナビ

ゲーションを設置。 
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（別紙４） 

 

 

 


